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P のシグナルを二つ提案した。 1 つはザと J/ゅの生成比であり，もう一つは， η の質量変化を 2 光
子崩壊で測るというものであるO
格子ゲージシミュレーションの結果得られたクオーク間ポテンシャルの温度依存性をチャーモニウム




チャーモニウムの運動を調べた。その結果， ψF と J/ゅの比に対する影響がQGP が生成された場合
とされない場合とで，全く逆であることが分かり これをQGP のシグナルとして提案した。













でできる種々の粒子，とりわけ重い中間子の J/ψ ， f ， η ， X は通常の性質のまま観測されるであろ
う。しかし臨界値を越えてクオーク・グルーオン相が実現した場合は，その J/ゆ等がクオーク・グ







3. ハドロン相の中での J/φ ，ザ， η ， X は他のハドロンとの相互作用によりそれらの存在比率が変わるO




1 .φ' と J/φ の生成比はクオーク・グルーオン相が実現すれば入射エネルギーと共に増大するが，
実現しない場合はむしろ減少傾向を示し差が存在する。
2.ηc の質量は通常の質量2.97GeV に対して，クオーク・グルーオン相が実現した場合は，質量2.64GeV
に移行し，その生成断面積は増大し測定可能な大きさになるO
当研究は素粒子・原子核物理学の重要課題に取り組み，三つの新しい要素を導入し，従来に比べてよ
り現実的な現象の記述に成功した。それに基づいて，実験に対して有益な指針を提案することができた。
これらの成果は素粒子・原子核物理学によく貢献するものであり，当論文は工学博士学位論文としての
内容にふさわしいものと認められる。
